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の概要 

 慢性便秘症の食事療法としては，食物繊維や発酵食品の摂取が推奨される．発酵食品の中で

も，甘酒は腸内環境改善だけでなく，ビタミンやアミノ酸が豊富に含まれているため”飲む点

滴“と称され栄養価の高い飲料として親しまれている．申請者らは，地元総社産の米麹甘酒を

用いたヒト臨床試験において，便通の改善やフレイルにおける栄養状態が改善することを見出

し，同時に腸内細菌叢が変化することを報告している．しかし，米麹甘酒の摂取による改善効

果のメカニズムについては，明らかになっていない．そこで，本研究では，麹菌を用いた発酵

食品で報告されている機能性成分に着目し，米麹甘酒による改善効果のメカニズムを解明する

ことを目的とする． 

これまでに米麹に含まれる機能性成分で便

秘改善に貢献できる成分はイソマルトオリ

ゴ糖などが報告されているが，効果を発揮す

る容量が多く（2〜20g/日），また，効果発現

までの期間も長く（6 ケ月程度），試験食品

として実施し便秘改善が見られた効果量と

の齟齬があった．甘酒と同様に麹を用いて作

られる味噌や醤油など日本の調味料に含ま

れる機能性をもつ成分がいくつか報告され

ている．中でも，申請者が注目している成分

Aは，0.1-1mg / kg体重と，一般的なプロバイオティクスやプレバイオティクスで報告されて

いる有効量に比べて非常に少ない量で Dysbiosisを改善すると報告されており，申請者らが行

ったヒト試験の結果をうまく説明できる可能性がある．一方，便秘改善について機能性成分 A

を検討した研究は無く，これは本研究の独創性である．そこで，成分 Aを含む機能性成分の定

量を共同研究先と行ない，申請者等が用いている米麹甘酒に含まれていることを確認した． 

現在は，成分Aについて，ヒト消化管培養細胞（Caco-2細胞）を用い，EtOHを添加すること

によりtransepitherial electric resistance (TER) 低下を指標としたバリア機能の崩壊を伴

う消化管障害モデルを利用し TJへの影響について検討を進めている． 

 

※ 次ページに続く 
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